
面に及ぼす潤滑油の影響や，使用法については各社のノウハウ
となっているため，系統的に報告された例は現在のところほと
んど無い。第一段階として現状の基本的な圧延特晴“ S

青銅（C5212）を選択した。圧延は一定速度で圧延しながら，
60 sごとに圧下率を上げる方法で段階圧延をし，各圧下率での

銅及び銅合金の冷間圧延油用添加剤の検討
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概要　銅及び銅合金の冷間圧延油には，低粘度鉱物油に油性剤として高級アルコール，及びその脂
肪酸エステルが添加された市販品を用いるのが一般的である。しかし，銅及び銅合金の圧延性に及ぼ
す油性剤の影響や使用法については各社のノウハウであり，系統的に報告された例はほとんど無い。
そこで，まず汎用的な圧延油を用い，代表的な銅合金についてテストミルで評価し，基本特性を把握
することとした。この結果，黄銅では材料のワークロールへのヮ度己
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